
仕 様 書 

標 題 生活支援担当業務用 テレホンスタンドほか 9点 買入 

記 

物品名称・事業名称 形状・寸法・規格等 数量 

1 テレホンスタンド 

・取り付け：クランプ 

・上下左右、前後に動かせるもの 

・色    ：白系 

・対応電話機：幅 130～240mm程度 

・アーム伸長：250～350mm程度 

・外  寸：幅 200～220mm程度 

       奥行 330～430mm程度 

       高さ 420～580mm程度 

・材 質：ABS 樹脂、スチール、アルミニ

ウム合金、強化ポリスチレン 

・耐荷重：約１㎏～３㎏ 

【参考製品】 

・ジョインテックス B237J 

・セキセイ  TA002 

・アスカ  TS9802 

１台 

2 デスクマット 

・下敷付き 

・外  寸：縦 600～625mm程度 

横 900～920mm程度 

・厚  さ：マット 1.2～2.0mm程度 

下  敷 0.7～2.0mm程度 

・マット色：透明 

・下敷色：指定なし 

・材 質：マット 軟質(ポリ)塩化ビニル、 

ポリ塩化ビニル 

下 敷 発泡ポリエチレン、不織布 

【参考製品】 

・セントラル C-7W 

・プラス DM-007PW 

・ジョインテックス B093J—7W 

２枚 



3 ファイルワゴン３段用 

・サイズ：幅 550～710mm程度 

     奥行 350～460mm程度 

     高さ 1200～1300mm程度 

・材 質：スチール 

・色  ：白色系、グレー系、シルバー系 

・質 量：18.0～25.0kg程度 

・特 徴：キャスター付き 

棚が上下３段 

棚に傾斜あり 

【参考製品】 

・トヨダプロダツク BR-3S 

・エヌケイ FSW-6637-WG 

・林製作所 YS-41 

３台 

4 ファイルワゴン２段用 

・サイズ：幅 550～710mm程度 

     奥行 350～460mm程度 

     高さ 800～1000mm程度 

・材 質：スチール 

・色  ：白色系、グレー系、シルバー系 

・質 量：12.0～20.0kg程度 

・特 徴：キャスター付き 

棚が上下２段 

棚に傾斜あり 

【参考製品】 

・トヨダプロダツク BR-2S 

・エヌケイ FSW-6607-WG 

・林製作所 YS-40 

１台 

5 ブックエンド 

・サイズ：幅 指定なし 

     奥行 指定なし 

     高さ 270mm以上 

・材 質：スチール・鋼板 

・色  ：指定なし 

・特 徴：滑り止めあり 

【参考製品】 

・カール事務器 LB-77-E 

・ＬＩＨＩＴ ＬＡＢ. A7351-0 

・ソニック DA-5813-D  

１０個 



6 研修用デスク 

・サイズ：幅 600～700mm程度 

     奥行 400～450mm程度 

     高さ 700～800mm程度 

・材 質：特に指定なし 

・色  ：白色系、グレー系、シルバー系 

・質 量：4.0～10.0kg程度 

【参考製品】 

・ポピア KYSD-0645N 

・プラス CD-6045 

・アール エフ ヤマカワ RFJDC8045D 

１台 

７ 
オープン収納庫 

 

・サイズ：幅 900～950mm程度 

     奥行 450～480mm程度 

     高さ 2000～2200mm程度 

・材 質：スチール 

・色  ：白色系、 

・質 量：指定なし 

・特 徴：棚６段 

     上下連結でも可 

     ※連結の場合は連結ビス等も

含む 

【参考製品】 

・プラス JE-210E 

・ジョインテックス FO—G21 

・ＴＯＫＩＯ YLCN-ND105W(２台連結) 

１台 

8 レターケース 

・外 寸：幅 270～280mm程度 

奥行 330～360mm程度 

高さ 250～270mm程度 

・色  ：白系 

・引き出し：５段以上 

・材 質：指定なし 

・特 徴：Ａ４用紙収納 

【参考製品】 

・アイリスオーヤマ LCJ-5M 

・ナカバヤシ A4E-FSW260-W 

・林製作所 YS-40 

４個 



9 オリタタミコンテナ７５Ⅼ 

・外  寸：幅 600～650mm程度 

奥行 400～450mm程度 

高さ 300～350mm程度 

・容   量：７５Ｌ 

・材  質：ポリプロピレン 

・色   ：特に指定なし 

・特  徴：折り畳みできること 

      フタは不要（あっても可） 

【参考製品】 

・ジョインテックス P75BS510-J 

・トラスコ中山 TR—C75B-TM 

・岐阜プラスチック工業 CB76NR片扉 

Aタイプ 

４台 

10 キャリー ７５Ⅼ用 

上記９のコンテナが収納できるもの 

・外 寸： 幅 620～720mm程度 

    奥行 420～520mm程度 

高さ 130～150mm程度 

・耐荷重：150kg以上 

・色  ：指定しない 

・キャスター付 

【参考製品】 

・岐阜プラスチック工業 SSLB-75 

・ナンシン PC-75-3SE 

・セキスイ TSC07 

２台 

納

入

期

限 

令和８年１２月２５日（金）まで 

納入場所 
 大阪市淀川区役所十三東２－３－３ 

大阪市淀川区役所（３階保健福祉課生活支援担当 

特記事項 

・応札に当たっては本仕様書を十分検討し、疑義ある場合（同等品の可否を

含む）は質問期間内に指定の方法により質し、その内容を熟知の上応札す

ること。質問受付期間経過後の疑義については受付しない。契約後におけ

る仕様書の疑義は、本市の解釈によるものとする。  

・納入する製品は全て新品を納入すること  

・納品の際は、納品物品の名称及び数量等が確認できる「納品書」を提出す

ること  

・契約締結後、すみやかに事業担当へ単価のわかる内訳明細書を提出するこ

と  

・納品に際して発生する廃棄物等の処理は受注者の責任において行うこと  

・搬入に際してエレベーターを使用することは可能である。 



・納入に際しては建物及びそれに付随する設備等を損傷することのないよう、

充分な措置を講じること。万一損傷を与えた場合は受注者において完全に

修復すること  

・契約金額には、配送料等本契約の履行にかかる全ての費用を含むものとす

る  

・納入時期については、事前に事業担当と連絡調整を行い、土・日・祝日

を除いた平日の午前９時から午後５時半までに完了すること。 

・「大阪市グリーン調達方針（グリーン購入法）に適合すること。（大阪市ホー

ムページ URL：https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000224120.html）」 

 

担 当 

 大阪市淀川区十三東２－３－３ 

 大阪市淀川区役所保健福祉課生活支援担当 担当者：山本 

（電話）０６－６３０８－９８７２ 

 

 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.city.osaka.lg.jp%2Fkankyo%2Fpage%2F0000224120.html&data=05%7C02%7Ctl0007%40city.osaka.lg.jp%7Cb61d73f47b01475e4b5708df330c9cde%7C961b8b38beb74777bc962463eccd970e%7C0%7C0%7C639285801895262151%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=HGYK0Y8w1qUuuDf8iLlBMlmXA7VWWgtF16FBbya%2BU6A%3D&reserved=0


 

暴力団等の排除に関する特記仕様書 

 

１ 暴力団等の排除について     

(1) 受注者（受注者が共同企業体であるときは、その構成員のいずれかの者。以下同じ。）は、 

  大阪市暴力団排除条例（平成 23 年大阪市条例第 10 号。以下「条例」という。）第 2 条第 2 

号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第 3 号に規定する暴力団密接 

関係者（以下「暴力団密接関係者」という。）に該当すると認められる者と下請契約、資材・ 

原材料の購入契約又はその他の契約をしてはならない。 

(2) 受注者は、条例第 7 条各号に規定する下請負人等（以下「下請負人等」という。）に、暴 

力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められる者と下請契約、資材・原材料の購入 

契約又はその他の契約をさせてはならない。 

また、受注者は、下請負人等が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められる 

者と下請契約、資材・原材料の購入契約又はその他の契約をした場合は当該契約を解除さ 

せなければならない。  

(3) 受注者は、この契約の履行にあたり暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認めら 

れる者から条例第 9 条に規定する不当介入（以下「不当介入」という。）を受けたときは、 

速やかに、この契約に係る本市監督職員若しくは検査職員又は当該事務事業を所管する担 

当課長（以下「監督職員等」という。）へ報告するとともに、警察への届出を行わなければ 

ならない。 

また受注者は、下請負人等が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められる者 

から不当介入を受けたときは、当該下請負人等に対し、速やかに監督職員等へ報告すると 

ともに警察への届出を行うよう、指導しなければならない。 

(4) 受注者及び下請負人等が、正当な理由なく本市に対し前号に規定する報告をしなかった 

と認めるときは、条例第 12 条に基づく公表及び大阪市競争入札参加停止措置要綱による停 

止措置を行うことがある。 

(5) 受注者は第 3 号に定める報告及び届出により、本市が行う調査並びに警察が行う捜査に 

  協力しなければならない。 

(6) 発注者及び受注者は、暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められる者からの 

不当介入により契約の適正な履行が阻害されるおそれがあるときは、双方協議の上、履行 

日程の調整、履行期間の延長、履行内容の変更その他必要と認められる措置を講じること 

とする。 

 

２ 誓約書の提出について 

受注者及び下請負人等は、暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の誓約書を提出しな

ければならない。ただし、発注者が必要でないと判断した場合はこの限りでない。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生成 AI利用に関する特記仕様書 

 

受注者又は指定管理者（再委託及び再々委託等の相手方並びに下請負人を含む）が生成 AIを利用す

る場合は、事前に発注者あて所定様式により確認依頼をし、確認を受けるとともに、「大阪市生成 AI

利用ガイドライン（別冊 業務受託事業者等向け生成 AI利用ガイドライン第 1.1版）」に定められた以

下の利用規定を遵守すること。 

  

生成 AIの利用規定 

 

• 生成 AI を利用する場合は、利用業務の内容、利用者の範囲、情報セキュリティ体制等及び利用規定の

遵守・誓約内容を事前に所定様式※により発注者宛に確認依頼をし、確認を受けること。 

※ 所定様式は大阪市ホームページからダウンロードできます 

  https://www.city.osaka.lg.jp/ictsenryakushitsu/page/0000623850.html 

• 前記確認内容に変更等が生じた際には変更の確認依頼をし、確認を受けること。 

• 生成 AI は、受注者又は指定管理者の業務支援目的に限定し、市民や事業者向けの直接的なサービスに

は利用しないこと。 

• 画像及び動画の生成 AI サービスを利用する場合は、利用者が生成物を利用する際に他者の著作権を侵

害しないよう選別したコンテンツで AI モデルの学習をしているサービスを利用することを原則とす

る。ただし、当該要件に該当しないサービス又は該当するか不明のサービスを利用する場合は、生成

内容が既存著作物との類似性や無許諾での依拠がないことを確認し、かつ、成果物として利用する際

は発注者の同意を得ること。 

• インターネット上の公開された環境で不特定多数の利用者に提供される定型約款・規約への同意のみ

で利用可能な生成 AI の利用を禁止する。 

• 生成 AI 機能が付加された検索エンジンやサイトは、一般的にインターネットで公開されている最新の

情報を検索する目的でのみの利用とし、生成 AI による回答を得る目的での利用を禁止する。 

• 生成 AI を利用する場合は、入力情報を学習しない設定（オプトアウト）をして利用すること。 

• 契約又は協定の履行に関して知り得た秘密及び個人情報の入力を禁止する。 

• 著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利を侵害する内容の生成につながる入力及

びそのおそれがある入力を禁止する。 

• 生成・出力内容は、誤り、偏りや差別的表現等がないか、正確性や根拠・事実関係を必ず自ら確認す

ること。 

• 生成・出力内容は、著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の侵害がないか必ず

自ら確認すること。 

• 生成・出力された文章は、あくまで検討素材であり、その利用においては、受注者又は指定管理者が

責任をもって判断するものであることを踏まえ、加筆・修正のうえで使用すること。 

• 生成・出力内容は、上記に定める正確性の確認等を経たうえで、加筆・修正を加えずに利用（公表等）

する場合は、生成 AI を利用して作成した旨を明らかにして意思決定のうえで利用すること。 

• 情報セキュリティ管理体制により、利用者の範囲及び利用ログの管理などにより情報セキュリティの

確保を徹底して適切に運用すること。 


